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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。

最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、皆様のお役に立つため、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 情 報 ≫

フランチャイズ本部を選ぶコツ・比較のコツ

フランチャイズ・チェーンへ加盟を希望する際、どのような手順と考えで加入まで進
んだら良いかをポイントを交えてご説明いたします。
視点は加盟希望者ですが、フランチャイズ・チェーン本部の方々も、加盟希望者がど
のようなことをポイントとして見ているかを知っておくことは、今後の加盟店開発に
とって重要なヒントとなります。

今回は、１：加盟のための心構え ２：フランチャイズ・チェーン本部の情報収集
についてご説明いたします。

------------------------------------



１：加盟のための心構え
------------------------------------

まず最初に自分自身のことを整理しておきます。
これから山あり、谷ありとなりますので、やる気、決意は大丈夫か、概算資金はどの
程度あるのか、パートナー（奥様や家族）の理解は得られているか、自分の適性は何
か、自分のやりたい分野・業種・業態は何なのかなどを整理したうえで箇条書きにメ
モしておきましょう。

次にフランチャイズ・ビジネスの基礎を勉強します。己を知り敵を知ることです。
社会環境や経済環境といった一般知識を皮切りに、フランチャイズ・ビジネスとは何
か、基本的な考え方や用語といったものを知識として習得し、フランチャイズ・チェ
ーン本部の情報を理解するための準備が必要となります。フランチャイズ・チェーン
本部は当然のことながらフランチャイズ・ビジネスのプロ集団ですから、いわれてい
る言葉、書いてある言葉が理解できませんと立場が弱くなってしまいます。

拙著「フランチャイズ・ビジネスの実際」はフランチャイズ全般の知識が系統立て
て整理してありますので、全体を把握する入門書として最適と自負しております。

-----------------------------------------------
２：フランチャイズ・チェーン本部の情報収集

-----------------------------------------------

ここでは分野・業種･業態を問わず、幅広く情報を収集します。
新聞･雑誌やセミナー・フェアをうまく活用するのが一般的ですが、やはりインター
ネットでフランチャイズ・チェーン本部のホームページを閲覧することが最も有効的
です。フランチャイズ・チェーン本部のホームページはさまざまで、大手フランチャ
イズ・チェーンのホームページは専門家による作成ですのできれいでわかりやすい構
成となっております。新規参入の本部は自前で作っているところが多く、手作り感の
あるストレートなつくりです。チェックポイントは、法定開示すべき項目がしっかり
と載っているか、加盟に必要な資金等が記載されているか、常に新しい情報が載って
いるかなどです。

客観的なデータとしてお勧めしておきたいのが、（社）日本フランチャイズチェー
ン協会が運営している「ザ･フランチャイズ」（ http://frn.jfa-fc.or.jp ）です。
基礎知識やフランチャイズ・チェーン本部の主要データがそろっており、本部の概要
を比較検討するのに便利です。

情報収集のポイントは、自分ひとりで業種や業態、企業を絞り込まないことです。
自分の適性は重要ですが、その業界の動向や将来性、シェアなど客観的な情報を積み
重ね、現状をきちんと把握した上で選択、絞込みの段階へ移っていく必要があります。
そのために、第三者の立場に立って物を見ていける人や機関を利用することも考えて
おきます。

次回は、３：フランチャイズ・チェーン本部の候補選定 ４：フランチャイズ・チ
ェーン本部の訪問 をご説明いたします。



● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

----------------------------------------------------------- 第 ３ 回 -----
【 ロデオ・ドライブ（RODEO DRIVE）<2> 】
----------------------------------------------------------------------------

「ロデオ・ドライブ」には、レストランとして利用できるお店は「ビバリー・ロデ
オ・ホテル」経営のレストランと「ロデオ２」の中にあるだけです。あとは「ロデオ
・ドライブ」の両隣りの｢ビバリー・ドライブ｣｢カムデン・ドライブ｣にあります。
この中で、代表的なレストランを紹介します。また 「レストラン」 のタイプとして
「マーケティングのキーワード」「料理の特徴」「店舗の雰囲気」「販売形態」など
から分類させていただきますので参考にしてください。

◎ CAFE RODEO（アンビアンス・レストラン）☆☆☆
「ロデオ・ドライブ」の中心に位置していて、パリのカフェを偲ばせるようなレス

トランとして、ショッピング客を楽しませています。代表的なメニユーとしては、「
ロデオ・カリフォルニア・バーガー」「オール・アメリカン・バーガー」などです。

パスタ料理も評判が高く「シュリンプ入りヌードル」や「イセエビ入りフェットチ
ーニ」は抜群の味を誇っています。ヘルシー志向のサラダはもちろんのこと「スチー
ム・ベジタブル」の人気が高く、珍しいメニューとして「カレー風味のチキン」があ
ります。また最近では、ピザが登場して好評を博しています。

「アンビアンス・レストラン」といいますのは、「大人のムードで全体を醸し出す
雰囲気で、マーチャンダイジングにも工夫がなされている」という意味です。

◎ RJ’S THE RIB JOINT（エンターテイメント・レストラン）☆☆☆

「ビバリー・ドライブ」に位置していて、アメリカでも珍しい「バベキュー・リブ
」の専門のレストランで、お客様に支持されています。

店の入口を入ると、左側はバーコーナーで、客席は 15 席ですが、酒はなんと 2,000
種類以上揃えられていて、天井までびっしり詰まっています。さらに驚かされること
は、右側には巨大なサラダバーがあります。レイアウトは蛇行した長いレーンによっ
て構成されていて、立体的に野菜や果物がディスプレイされています。その手前にセ
ルフ・チョイス用の新鮮な野菜が、40 種類くらい用意されていて、そのビジュアルさ
はアメリカ広しといえども最高の傑作でしょう。

この店の最大の特徴は、「バベキュー・リブ」ですが、ビーフ、チキン、ポーク、
シュリンプまであり、調理方法もスモーク、テリヤキ、フライといったように幅広い
です。

「エンターテイメント・レストラン」といいますのは、「食事を心から楽しんでい
ただくことを意図したレストランです。またエンターテイメントやショーを行ってい
るレストランも含めます」という意味です。

［他の主なレストラン］
ご紹介したレストランの他にも人気の高いレストランがありますので、店名だけご



紹介しましょう。
◎ PIZZA RODEO（グルメ・レストラン）［ロデオ２］
◎ THE FISH HOUSE（ライト＆ヘルシー・レストラン）［ロデオ２］
◎ IL FORNAILO（グルメ・レストラン：イタリアン）［ビバリー・ドライブ］
◎ BALDUCCS TRATORIA（グルメ・レストラン：イタリアン）［ビバリー・ドライブ］
◎ CHEESE CAKE FACTORY（エキサイティング・レストラン）［ビバリー・ドライブ］

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

----------------------------------------------------------- 第 ５ 回 -----

「フランチャイズ・ビジネス」の誕生について、アメリカとヨーロッパにふれました
が、日本についても原型を探ってみましょう。

［４］日本の歴史

（１）日本のフランチャイズ・ビジネスの原型

わが国のフランチャイズ・ビジネスの原型は、古くは中世における「座」が当たる
と考えられています。この点については、松宮信一と足立政男の優れた研究がありま
す。

<1> 松宮信一の研究
松宮信一は、1970 年（昭和 45 年）11 月に発行された「商工金融」誌上で、わが国で

も中世期（鎌倉・室町時代）になると商人の職業の分業が進み、集荷商人、卸売商人、
小売使用人などが次第に明確な文化を見せるようになりました。

それぞれの商人団は朝廷、幕府、領主、社寺などの権門と特殊な関係を結び、相互
に競争を防止し、権門より得た営業特許を活用して、特殊な組織を構成し市場の確保
を図りました。

これが中世における座の組織で、権門、領主に一定の現物、金銭を納める代わりに、
これらの庇護を受け、一定商品の販売、購買の独占権、交通路、販売区域の独占権を
与えられ、両津両（関税）の免除も受けた場合が多い。

そして販売上の独占権の侵犯は「協売」「振売」と称して固く禁じられ、侵犯者に
は厳しい制裁が加えられ、これが江戸時代になると、株仲間という営業独占組合の形
態の起源となるのであると説明されています。

<2> 足立政男の研究



足立政男の研究は、その著書「近世京都商人の別家制度」のなかで、のれん分けや
別家について、「別家とは近世以降主として商家において、主家に対して称するもの
であって、大体継ぎの３種類があります。

第一は、丁稚が多年（普通 20 年）忠勤を励んだ功労により、別宅を許され、通い奉
公をなすものにして、斯かる番頭は終身使用人たるのみならず、子々孫々主家に仕え
るものでありました。

第二は主家若しくは自己の都合により別宅通勤を許され、別家の待遇を受けるもの
にして、第三は主家より若干の資本と暖簾とを分けた独立の商人となるのでありまし
た。

第三の場合は、丁稚制度の終局であり、１個の独立企業者の地位に昇ることによって、
永年に亘る丁稚生活が真に意味づけられるものです。別家に際して主家より同業者に
仲間入りを願い出て、披露するのを常とし、また資本を与え、顧客乃至販売地域の分
与をなす例としていました。

斯く企業者として独立しても、なお主家に対しては封建的主従関係にあることはも
ちろんで、１日、15 日には主家にご機嫌伺いとして罷り出て、吉凶の際は万事手伝う
ことを義務づけられていたのです。」と説明されています。

<3> 中世が起源
このように「フランチャイズ」については、ビジネスやシステムにまで至っていま

せんが、その萌芽は中世に見ることができます。

「ギルド」、「座」、「株仲間」などは、いずれもその目的は同業者の組織化であ
って、独占的な利益を確保していこうとする排他的な流通の組織化であり、「別家」
の第三がいわゆる暖簾分けであり、現在の「フランチャイズ・システム」にもっとも
近いものでしょう。

（２）わが国の最初のフランチャイズ

わが国において、「フランチャイズ」とか、「フランチャイジング」という言葉が
使われたのは、1956 年（昭和 31 年）に設立された日本コカコーラ・ボトリングといわ
れています。

この時代は、第２次世界大戦後 10 年経ち、戦後の混乱期を一歩抜け出した時期であ
って、国民は飢えを凌いで時期から、ようやく脱出して、わずかながらも楽しさを求
めるようになってきた時代でした。街には徐々に洋菓子店や喫茶店が立ち並び、娯楽
も映画や野球を中心にレジャーといえばハイキングや山登りが主であり、ようやく活
発化し始めた時代でありました。

コカコーラは、アメリカ人の飲物であって、日本人にとって最初は薬臭いといって
敬遠されたようでしたが、次第次第にあたかも麻薬のごとく若者を中心に引きつけて
いき、今日のように隆盛になってきたのでした。

このようにコカコーラは、国民生活の復活とともに、アメリカの飲物から日本の飲
物になってきますが、コカコーラの製造や販売のシステムそのものは、「伝統的なフ



ランチャイズ・ビジネス」として、アメリカではすでに存在していたものですが、そ
のまま日本に採用されたのでありました。しかし、わが国においては、「フランチャ
イズ」とか、「フランチャイジング」という言葉は知られないままでありました。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
ＰＯＳシステム 《 Point Of Sales system 》

----------------------------------------------------------------------------

一般的に「販売時点管理システム」と訳されます。店舗で商品を販売するごとに商
品の販売情報を記録し、集計結果を在庫管理やマーケティングやマーチャンダイジン
グの材料として用いるシステムをさします。

緻密な在庫・受発注管理ができるようになるほか、複数の店舗の販売動向を比較し
たり、天候と売り上げを重ね合わせて傾向をつかむなど、他のデータと連携した分析
・活用が容易になるというメリットがあります。このため、マーケティングやマーチ
ャンダイジングの材料を収集するシステムとして注目され、主に、スーパーマーケッ
トやコンビニエンスストア、外食産業、ガソリンスタンド 、ホテル 、ドラッグスト
ア（薬局）などのチェーンストア等で導入されています。

POS システムと経理システムなどを連携させ、クレジット決済や税額の自動算出など
も一元的に管理するなど、年々その機能が進化しており、また近年の ADSL 回線、光回
線の普及をうけて、店舗に配置する機器の縮小を図りデータセンターにシステムを集
約する、インターネット POS も導入事例が増えつつあります。大規模な POS システムで
は勤怠管理など、売上・在庫を含めた店舗全体の店舗経営管理機能の中核として発展
しております。

導入対象とする業種・業態によって、日本市場では大まかに３つに分類されています。

JANPOS(流通業向け POS)
スーパーマーケット、コンビニエンスストアや一般の物販店舗などを主とする流通業
に多く導入されている POS です。多くの場合は商品のレジ打ち作業はバーコードスキャ
ナをレジに配置することにより作業軽減が図られると共に、仕入・棚卸と販売実績を
結びつけた在庫管理・発注管理の精度向上に力を発揮しています。また、デパ地下な
どに多く見られる量り売りの場合には、計量器と一体になったものが多く見られるよ
うになりました。

外食 POS
ファミリーレストラン、ファーストフード、居酒屋などの外食産業に多く導入される
レストラン POS です。業態によりオーダーエントリーシステム、キッチンディスプレ
イ、キッチンプリンタ、テーブル管理システムなどと結ばれることが多く、在庫管理
・発注管理だけでなく、調理管理・客席稼働率管理の精度・速度向上を目的としたも
のが増えています。近年では居酒屋などでテーブルオーダー端末を設置し従業員を介
さずに追加注文が出来るようにすることで、人件費削減・提供時間を向上させている



例もあります。

SS(ガソリンスタンド)POS
給油計量器と結ばれることが多く、単に会計機能だけではなくカード等と連動した顧
客管理機能に力を入れ、営業販促との連携手段としていることが増えてきています。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

「スーパーバイザー育成セミナー」

日 時 10 月 20 日 土曜日 10 時 ～ 19 時 (１日目)
11 月 2 日 金曜日 10 時 ～ 17 時 (２日目)

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ･チェーンのスーパーバイザー育成のためのセミナー
です。フランチャイズ･ビジネスのキーマンであるスーパーバイザー
の業務に必要な理論と実践についてわかりやすく解説いたします。

参 加 費 55,000 円

定 員 ２０名(定員になり次第締め切らせていただきます)
※ 参加人数が５名以下の場合は中止とさせていただきます。

お問合わせ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

ＪＣＩスペシャルセミナー
「フランチャイズ・チェーン本部成功への道｣

日 時 10 月 25 日 木曜日 15 時 ～ 17 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古



会 場 麹町志村ビル３Ｆ ＪＣＩ研修室

セミナー内容 フランチャイズ･ビジネスの現状から将来展望、取り組む心構え、
フランチャイズ。ビジネスを進める際の課題、フランチャイズ本部
構築のステップまで、具体的にわかりやすく講義いたします。

参 加 費 10,000 円

お問合わせ先 （株）ＪＣＩイベント事務局
http://www.jci-inc.com

----------------------------------------------------------------------------

「フランチャイズ本部構築セミナー」

日 時 10 月 27 日 土曜日 10 時 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ本部構築を目指す方に、１日間の集中講義でフラン
チャイズ本部構築の手順、ポイントを講義するとともに、演習により
フランチャイズ本部構築の課題を明確にします。

参 加 費 15,000 円

お問合わせ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 10 月 31 日 水曜日 19 時 ～ 20 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp
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最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

そろそろ暑さがなくなり、虫の音にも弱々しさを感じられる今日この頃です。
言葉の上でも、「涼しい」から「寒い」にかわりゆく、まさに「秋深し」です。

１０月２２日には春の葵祭り、夏の祇園祭りとならぶ京都三大祭りの一つ「時代祭
り」が行われます。「時代祭り」は１８９５年に始まり、今回で１０３回目を迎える
伝統のあるお祭りで、明治時代から平安時代までそれぞれの衣装を着た行列が、京都
御所を出発し、平安神宮まで練り歩きます。そして秋の「時代祭り」が終わると京都
は冬支度に入ります。

四季を感じられる日本という国には悠久の歴史があります。「温故知新」。秋の夜
長に歴史の一ページを紐解き過去に思いを馳せるのも一興かと。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp

発行者：株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

〒102-0083
東京都千代田区麹町４－４ 麹町シャインビル２Ｆ
TEL 03-3511-3755（代）
FAX 03-3511-3754
http://www.the-franchise.co.jp
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